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社会奉仕基金 2,809円 《会報編集委員》 鈴木悦朗・小澤直之・大塚精一・小椋伸也 

 
＜本日のニコニコ発表＞    ニコニコ委員会 吉田俊一委員長 
 
 
松丸政司会員 誕生日お祝いありがとうございます。 
          身体がこの暑さについていけません。 
                     皆様、ご自愛ください。 
 
丸山正紀会員 生まれがお盆の最終日なので、たまに忘れられる時 
                     もありました。今回はありがとうございます。 
 

諸事お祝いでは、会員の誕生日、御夫人の誕生日、結婚記念日

の御祝をしております。皆様おめでとうございます。 

  

「四つのテスト」 言行はこれに照らしてから 

 

          １・真実かどうか 

          ２・みんなに公平か 

          ３・好意と友情を深めるか 

          ４・みんなのためになるかどうか 
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第2294回例会  2020年8月19日(水) 

■ 例 会 日 - 

■ 例 会 場 - 

■ 事 務 所 - 

■TEL/FAX- 

■Web/Mail- 

毎週水曜日12：30より（第1例会18：30） 

流山市前ヶ崎717「柏日本閣」      

松戸市八ヶ崎1-11-13 ｻﾝﾗｲｽﾞﾊｲﾂ101   

047-711-5950 / 047-711-5910   

www.rc2790-12.jp / kanji＠rc2790-12.jp 

■国際ロータリー会長 ボルガー・クナーク 

■第2790地区ガバナー      漆原 摂子 

■第13Gアシスタントガバナー  山田 正記 

■松戸北ロータリークラブ会長 三村 藤明 

■松戸北ロータリークラブ幹事 崎谷 延好 

2020-2021年度 

ロータリークラブに参加しよう 
地元の町や世界をより良くしたいと願うロータリーの120万人の会員は、世

界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生むた

めに、人びとが手を取り合って行動する世界を目指しています。 

https://www.rotary.org/ 
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＜2294回 例会プログラム＞ 

                                                                                                        司会 野澤新之助   

  12：30    食事 例会開始時までに各自食事をとる  

  12：45        点鐘                三村藤明会長  

  12：47         お客様紹介             大川隆永会長エレクト 

  12：50       会長挨拶・報告              三村藤明会長 

          幹事報告              崎谷延好幹事    

  13:05          就任挨拶                織田 証 米山記念奨学会委員長 

        

  13:25          【委員会報告】 

              諸事御祝                出席親睦委員会  森谷充伯委員      

          本日の社会奉仕基金発表  社会奉仕委員会     柳 孝実委員長 

         本日のニコニコ発表       ニコニコ委員会   吉田俊一委員長 

  13:30          点鐘                三村藤明会長 

＜会長挨拶＞       三村 藤明 会長 
 

皆様こんにちは。酷暑が続きますが、体調はいかがでしょうか？最近の夏は、クーラーが無くては生きてい

けないようになりました。また、今年が例年と全く

違うのは、新型コロナウイルスの影響で、お盆の帰

省はできない、旅行は制限される、外出もしにく

い、友人や知人と連れだってビヤガーデン等に行く

ということがめっきりなくなったという、今まで経

験したことのない夏を迎えている点でしょう。 

 

コロナの後をどうするのか、コロナの感染が終息

しない中で、どのように行動したら良いのか、とい

うアフター・コロナ、ウイズ・コロナということが

言われています。また、様々な人が、この点につい

ていろんな見解を述べています。そこで、私も、そ

のいくつかを皆様にご紹介し、皆様と一緒に考える

機会を持てたらと思っています。さて、本日は、

「教養」というテーマでお話ししたいと思います。 

テレワークの広がりで、人々の直接の対話の機会もめっきり減りました。いきおい、人々は情報をネットに

頼る傾向があります。今や、私達は、例えば何か調べものをするときに、ネットで簡単に調べることができる

ようになりました。非常に便利になった反面、ネット上には、嘘や根拠のないデマ、あるいは悪意のある情報

も溢れています。例えば、「○○病院が医療崩壊しそうだ。」というデマが流れると、リツイート（拡散）し

てまたたくまに情報は伝搬し、動揺した人達が病院に殺到するということが起こりえます。だからネット情報

に気をつけろという話しはよく聞きます。しかし、現在、一人が一日に接する情報量は、２０２０年までの２

０年間で１０倍以上に増えたと試算されているそうです。でも１日は２４時間のままです。そういう状態です

ので、情報量が多すぎて、普通の人は、情報の真偽を見分ける力がとても追いつかないのが実情ではないで

しょうか。 

 

ここで、数学者の藤原正彦さんの話しを紹介します。藤原氏は、今こそ、教養を身につける時だと言ってい

ます。教養とは役に立たないものだ。役に立たないが、持っていないと駄目なものだと言います。 

どういうことかというと、例えば、スマホでは情報が溢れていますが、選択できない情報をいくら見ても何

の意味も無い。肝心なのは、無限の情報の中から、本質的な情報を選ぶことである。この点、新聞や雑誌は、

ネットと違って、新聞社や出版社が情報を選択する役割を担っているので、本質的な情報を与えてくれてい

る。例えば、こうしたメディアから得た知識を読者が得ることが重要であると言っています。  

またこれにとどまらず、得られた知識を教養にまで高めていくことが大切だ。教養がないと、情報の選択が

できなくなるし、大局観が身につかない。 
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＜幹事挨拶・報告＞   崎谷延好 幹事 
 
  1.ガバナーエレクトの事務所開設のお知らせで 

  す。場所は現ガバナー事務所に同居という形 

  になります。 

 

 2.松戸東ロータリークラブより例会変更のお知ら 

  せです。 

  ９月２日の例会を商工会議所にて１２時３０分 

  点鐘との事です。 

 

 
＜米山記念奨学会＞  米山記念奨学会委員長 織田 証委員長 
 
今年度、米山記念奨学会委員長を仰せつかりました織田です。 

当委員会は、副委員長に小澤会員、委員として石井会員の3名です。 

皆様、よくご存じの様に米山記念奨学会は、ロータリアンの寄付金を財源として日本に在留している

外国人留学生に対して、奨学金を支給支援して、 

新たな人材育成をすることを目標としております。 

活動計画としては、今年度も昨年度同様10月の米山

記念奨学会月間には、会員の皆様に特別寄付とし

て、一会員1万円のご協力をお願いいたします。 

また、特別寄付とは別に普通寄付として、会員皆様

の会費の中より、上半期、下半期の2回に分けて 

各2千円をさせて頂きます。 

 

どうぞ一年間、宜しくお願いいたします。 

 
 
  

情報から知識、知識から教養という３段階のステップを踏んでいくことが大切なのだ、ということのようで

す。一般人にとっては、情報を得ることよりも、情報を選択する力が重要になる、その情報を選択する力こ

そ、まさに教養である。そして、本を一冊読むごとに教養は高まっていくのだ、との提言です。 

さらに、教養を身につけるには時間がかかる。ただ、幸運なのは、年齢を重ねていても教養は十分に身につ

くことである。本を読めば、直接経験せずとも、世界中の偉人、賢人、あるいは庶民の涙、哀歓・・こういう

ことに触れることができる。要するに教養が身につくのである、とのことです。 

どうしたら良いか分からない時代には、少し落ち着いて本を読んで、視野を広げることが大事かもしれない

と思いました。外出が制限されている今、皆様も今一度、本を手に取ってみてはいかがでしょうか？ 

 

さて、テレワークに関係して、前回、オンライン例会を実現したいと言いましたが、回線の確保が難しいよ

うで来週以降となりそうです。本件は、森谷会員の全面的なご協力を頂いております。有り難うございます。

何とかオンライン例会を実現して在宅などからの例会参加も可能にし、会員の皆様の輪をはかっていきたいと

思っています。 

以上で、会長挨拶とさせて頂きます。 

■ロータリーの奉仕哲学「超我の奉仕」Service above self■ 

 このServiceの意味は人のためにつくすこと。ビジネスでもServiceの心がけはシェルドンの言葉を借

りれば「永続的な顧客を得る道」であり、信用を増して繁栄への道につながる。 


